






















【方法】新潟県内の精神保健福祉士 10 名 (経験年数 5 年
目未満と5年目以上を5名ずつ) に対して仮想事例への対
応に関する質問を中心とした半構造化面接によるインタ
ビュー調査を実施。面接時間は 1 人約 30 分。語りをすべ
て録音して逐語録を作成し、意味のまとまりに留意しなが
らエピソードごとにカード化し、逐語録内の「ソーシャル
スキル」(1)～(11) 項目 1) に該当する箇所を抽出。そして、
ＫＪ法を用いて類似例を集め、小項目を編成し、さらに関
連性のあるものをまとめながら分類。  
10 名の調査対象者の経験年数は、次の通り。A.2 年目 
B.2 年目 C.2 年目 D.3 年目 E.3.年目 F.11 年目 























































1) 横山奈緒枝, 田中共子: ソーシャルワーカーの対人援
助技術 ―面接調査によるソーシャルスキルの整理を通じ





表１ソーシャルスキル (4) 尊重スキル 
「敬語」「個別性の理解」「話し方」「自律支援」「価値観
を重んじた対応」「無理はしない」 
Ｐ－61
－ 86 －
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